
2019年度 秋 要望調査票
青年海外協力隊 / 海外協力隊 / 日系社会青年海外協力隊 / 日系社会海外協力隊

要請番号（JL52419B19）

国名 職種コード 職種 年齢制限 活動形態 区分 派遣期間 派遣隊次

マラウイ H132 公衆衛生 20～45
歳のみ

グループ
型

交替
2代目 2年 ・2020/1 ・2020/2 ・

/

【配属機関概要】

1）受入省庁名（日本語）

保健・人口省

2）配属機関名（日本語）

カウェチェ・ヘルスセンター

3）任地（ ムジンバ県エクエンデニ ） JICA事務所の所在地（ リロングウェ市 ）

任地からJICA事務所までの交通手段、所要時間（ ﾊﾞｽ で 約 5.5 時間 ）

4）配属機関の規模・事業内容

配属先はマラウイ最大の県であるムジンバ県(人口約80万人)の北部エクエンデニ地区を管轄するヘルスセンターである。
同区の村落部ヘルスポストと連携し、ムジンバ県エクエンデニ地区の住民へ医療、保健サービスを提供している。地域
住民の診療、投薬は無料。保健・人口省は母子保健における地域保健の向上に努めており、JICA海外協力隊と連携して
取り組んでいる改訂版母子保健手帳(以下:ヘルスパスポート)の普及展開を計画している。当該:ヘルスパスポートの適切
な利用を通じて母子保健の質の向上に取り組んでいる。

【要請概要】
1）要請理由・背景

ムジンバ県は公衆衛生グループ型派遣の活動拠点であり、ヘルスパスポートの適切な利用方法に関する巡回型普及活動
に取り組んでいる。ヘルスパスポートは新生児を持つ母親に手交することになっていることから、同県保健事務所と連
携し、年間出生数を基に各ヘルスセンター拠点に配布を進めている。一方で医療従事者が不足している状況の中で、ヘ
ルスパスポートの適切な運用による未熟児のスクリーニングが課題となっている。ヘルスパスポートの適切な運用につ
いて指導を図り、5歳児未満健診の質の向上を図るために要請があがった。上述の通り、医療従事者不足の現場では多岐
に渡る医療業務の支援が求められており、5歳児未満健診の質の向上のみならず、包括的な医療実務支援も求められてい
る。

2）予定されている活動内容（以下を踏まえ、隊員の経験をもとに関係者と協議して計画を立て、柔軟に内容を変更しな
がら活動を進めます）

配属先同僚とともに以下の活動を行う。

1. 5歳児未満健診活動(体重測定)の補助をする。
2. ヘルスパスポート:母子手帳の適切な運用方法を指導し、地域展開を支援する。
3. グループ型派遣として他のメンバーと連携して5歳児未満健診の質の向上を図る。
4. その他、配属先に求められる実務業務を支援する。

3）隊員が使用する機材の機種名・型式、設備等

机、椅子

4）配属先同僚及び活動対象者

配属先同僚:ヘルスセンター長:40代男性1名(CP)、看護助手等3名、薬剤師助手1名

活動対象者:同僚、患者、地域住民等

募集終了

https://www.jica.go.jp/volunteer/


5）活動使用言語

英語

6）生活使用言語

その他

7）選考指定言語

英語(レベル:D)

【資格条件等】
[免許]：（　　　　）

[性別]：（　　　　）　備考：

[学歴]：（大卒）保健医療　備考：地域保健の知識が求め
られる。

[経験]：（　　　　）　備考：

任地での乗物利用の必要性

自転車

【地域概況】
[気候]：（温暖冬季少雨気候）　気温：（5～30℃位）

[通信]：（インターネット可　　電話可）

[電気]：（不安定）

[水道]：（不安定）

【特記事項】
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